
                                                                                                                                                                                                                                                                                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

2022.8.22 生活クラブ茨城 県南ブロック運営委員会発行 取手センター☎0297-86-6800 
 

 

2022 年 11 月末 組合員数 1,506 名（前月比＋4 名）、利用高 4,986 万円、世帯当たり 34,220 円 

取手センター発電量（9/8～10/7）2,273kwh 
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   2022.12.19 生活クラブ茨城 県南ブロック運営委員会発行 取手センター☎0297-86-6800 
 

 

 

展示即売会は、普段カタログでしか見ることのできない品物を「見て、触れて、確かめる」ことができ

る機会です。生産者も参加しているのでいろいろ質問でき、その品物の価値を知ることができます。温

暖化の影響などで真珠が取れにくくなっていることや、靴は足の健康に直結していること、メガネもし

っかりと目を守るものを選ばないと！など、普段見た目で購入しがちな品物のホントのところを教えて

もらえます。メガネや靴は、会場で計測してくれますよ。次回は、来年 3/11（土）・3/12（日）です！

スタッフも募集しますので楽しみにお待ちくださいね♪ 

 

 

今秋は 「展示即売会＆マルシェ」 に加えて 「実験の部屋」 を開催しました！ 
 

11/26 と 11/27 に開催した「展示即売会＆マルシェ＆実験の部屋」の報告です♪ 
 

マルシェ 
 
恒例のマルシェも２日間開催

しました。茨城独自の生産者の

消費材（野菜や豆腐、パンにク

ッキー、ジャムなど）を組合員

がスタッフとなって販売しま

した。初日は小雨まじりの天気

でしたが、ガラポンの景品でも

ある野菜などは好評で、足りな

くなるのでは？と嬉しい悲鳴

があがりました。 

地域くらぶの出展 
 
11/27 は、取手の 4 つの地域

くらぶが「段ボールでコンポス

トを作ろう」と「ウクライナ支援

のガレージセール」を出店しま

した。ガレージセールでの売上

金 19,346 円は「ユニセフ･ウ

クライナ緊急募金」へ寄付され

ました。 

実験の部屋 
 
展示即売会開催日、２階では無果汁レモンジュースを

作る実験を行いました。水に大量の砂糖、果汁が入っ

ていないのにレモンの匂いがする香料、そして黄色の

着色料を混ぜ合わせていくと、あら不思議！！レモン

ジュースの出来上がり！おそるおそる少し飲んでみる

と、その辺に売っているジュースの味が！確かに甘く

て美味しいジュースですが、入れた物を考えると口に

はしたくないですね^_^; 

ジュースだけに関わらず、自分や家族が口にする物は

何で出来ているのかを知った上で選ぼうと改めて考え

させられた実験でした。 

 

11/26 には 

せっけんの街も出店！ 

「台所用液体せっけん 

おれんじ」の量り売り

はお得でした♪ 

スタッフ感想 
 
久し振りに2日目の展示即売会の手伝いをしました。

午前中の人出は少なかったですが、昼近くに来場者が

増え、生活クラブのチラシを持った人もチラホラ目立

ってきました。お子さん連れの若夫婦にお試しチラシ

を渡しながら、生活クラブの良さを熱く語るとすでに

他生協を利用しているとのこと。消費材を食べて良さ

を知ってほしいと思いました。 

実験の部屋を見学。添加物だけで美味しいジュースが

できることに驚きと恐ろしさを感じました。 

【利根：遠藤】 
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YouTube 
検索ﾜｰﾄﾞ 

日に日に寒くなるこの季節。欲しくなるのは温かい飲み物ですよね。 

そこで見つけたのがこの動画。 

これからの時期にぴったりな の淹れ方を 

茶葉からとティーバックからの二種類紹介してくれています。 

どちらも試してみましたが、簡単で紅茶の風味が濃くとてもおいしかったです。 

甘みを足さなければスイーツにぴったり。 

はちみつなどを入れた場合は小腹も満たされちゃいますよ。 

一息つきたい時にプチ贅沢が味わえる ♪ 

ぜひ試してみて下さい♪               【消費メンバー：瀧澤】 

生活クラブの紅茶＆牛乳で！ 

おうち時間を楽しむ 

ロイヤルミルクティー 

 

食料支援報告 
守谷で子どものための「もり

やっ子食堂」を運営する団体

のほっとカモンさんに、12/5

げんき米を寄付しました。 

コロナ禍以降の不安な社会情

勢の中、小さいお子さんのい

るご家庭のみなさん、大変助

かっておられるとのお話をい

ただきました。【守谷：清】 

 

12/9ファイバーリサイクル仕分け 
 

組合員のみなさんが提供してくれた衣類などが 496.1

㎏集まりました。前日に、はぁもにぃの配達ワーカーが

準備をしてくれていたので、計量は早めに始めることが

できました。が、今回は 5 名で仕分けしたので 13 時く

らいまでかかりました。JFSA の方に確認しながら仕分

け、スカートやシミ付きや破れがあるもの、名前の書い

てあるものは、廃棄処分になりました。廃棄は 14.8 ㎏

でした。 

仕分けたものは日本国内やパキスタンで売ってその利益

をパキスタンの学校運営資金にされるものなので、提供

する側の私たちは「自分でも買う」と思うものを提供す

ることだと再確認しました。 

仕分け後は、パキスタンの洪水被害の状況が回復してき

ているなど、現地の話が聞けました。【取手：松浦】 

<職員紹介：取手センター廣瀬さん> 
 

県南ブロックの組合員のみなさん初めまして、県南ブロックで地域担当を

している廣瀬大海と言います。よろしくお願いします。生活クラブに入職

して今年で２年目になりました。今年の春に取手センターに移動してきま

した。取手センターのことがまだまだ知らない事が多く勉強中です。生活

クラブで一番好きな消費材はトマトケチャップです。 

 

地域活動基金授与 
 

 

 

 

 
 
生活クラブ茨城の地域活動基金は、豊かな地域づくり

のための活動を後押しする基金です。社会貢献・自主

性・地域性・継続性・運動性などの視点を持った活動を

応援しています。2022 年度県南ブロックは「檻の中

のライオン実行委員会」を応援しました。 

講師に楾(はんどう)先生を迎え、憲法を学習する講演会

でした。憲法を檻、権力をライオンにたとえパペットを

使いながらわかりやすく教えてくれました。ライオン

に檻を壊されては困る。ライオンを監視するのは私た

ちなんですよね！         【運営委員会】 

計量後、品目別に仕分け、シーツな

どで包みます 
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配達車の前で(^-^) 

生活クラブ 紅茶  
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12/10みずき野朝市 
 

守谷市のみずき野朝市に出店。毎月、職員２人と組合員２人で生活クラ

ブをアピールしています。みずき野自治会は活動が活発で、子ども達の

ため、住民のためにいろいろな行事に合わせて朝市が開催されていま

す。みずき野中央公園にはステージもあり、今回はクリスマスソングが

演奏されていました。「もったいな市」では不要になった品物が集まり、

欲しい人は持って帰ってOK という流れ。 

「次の出店には声掛けてね！お手伝いしたいわ」と声掛けてくれる組

合員さんもいて嬉しいひと時でした。       【取手：宇治田】 

 

12/4ふるさ都市もりや朝市 
 

１２月と言えばクリスマス！生活クラブも毎月出店し

ていますが、今回はいつもより多くの出店で、さすがク

リスマスイベントだ！TX 守谷駅の西口駅前広場はい

っぱいです。私が生活クラブブースに着いた時にはすで

に「朝市トレインに乗ってサンタさんにプレゼントをも

らいに行こう！」に行列ができていました。目の前を通

る人も多かったので、声掛けに必死の職員２人と私。消

費材をアピールできる大チャンスです！結果、お試しセ

ット希望 5 名に繋がりました！残念なのは写真を撮る

のを忘れてしまったこと。お見せ出来なくてごめんなさ

い。会場の雰囲気は、ふるさ都市もりや朝市のインスタ

で見てね。           【取手：宇治田】 

 

 

11/3利根町地場産業フェスティバル報告 
 

利根地場産業フェスに出店したのは、２０数年ぶりかしら？ 

当日は秋晴れの穏やかな日で、コロナ禍になって以来３年ぶりの開催だったこともあり

大勢の人で賑わいました。ブースでは組合員４名の方のお手伝いの甲斐あって多くの方

が集まってきました。呼び込みから消費材の話、職員への指示。組合員の力はすごい！

生活クラブをアピールする機会になった一日でした。        【利根：斉藤】 

11/23竹屋陶板浴マルシェ報告 
 

龍ケ崎市に竹屋陶板浴があります。低温度・低湿度の温熱

施設で日頃のリフレッシュや冷えの解消、免疫アップにお

すすめとのことです。生活クラブはマルシェ開催時に出店

しており、私は今回が初参加。朝から雨が降っていて、外

でテント張るのかなぁ?と心配していましたが、(株)竹屋さ

んの倉庫内に出店できました。パスチャライズド牛乳と温

州みかんジュースの試飲、調味料などの消費材の販売をし

ました。その日は講演会もあったので、多くの出店＆来場

がありました。消費材の説明も熱心に聞いて下さり、添加

物の質問もあり、とても勉強になりました。 

【取手：宇治田】 

 

11/14足と靴の学習会 

パラマウント・ワーカーズ・コープ 
 

私は右膝変形性関節症で両足ともに甲高幅広なの

で靴選びは大変でした。当日相談したら、膝上が

X 脚、膝下がＯ脚と言われてしまいました。長く

歩くと膝が腫れて痛みが出るので、足に合う靴を

選んでもらい、ハイバックのスニーカーで足首を

固定した方がよいとのことでした。履いてみると

楽だし自然と足が前に出るので良かったです。足

のむくみや腰痛も靴を変えると軽減すると言われ

ていたので、悩んでいる方は相談されてみてはど

うでしょう。         【取手：松浦】 

 

 

 

 

 

「足のトラブルは後足部から起きる」と初めて聞

きました。外反母趾もカカトから始まっていると

のこと。巻き爪や偏平足など足の不安を抱えてい

る人や、小学低学年で外反母趾になる子どもも多

いとのこと。それぞれの不安を解消するために大

切なのは靴選び。自分に合った靴を選びましょ

う。特にお子さんは高校生までが大事。骨の成長

とともに選んだ方がいいみたいですよ。 

【取手：宇治田】 
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月日 時間 イベント名／内容 会場 

1/8（日） 10：00～14：00 ふるさ都市もりや朝市 TX 守谷駅西口駅前広場 

1/8（日） 10：00～14：00 まいんバザール 
龍ケ崎市八坂神社前 

にぎわい広場 

1/9（月） 10：00～14：00 みずき野朝市 
守谷市みずき野 5-3-1 

みずき野ひろば 

1/17（火） 10：00～11：40 

甘夏みかんの 

「生産者グループきばる」 

オンライン消費地交流会 

取手センターまたは自宅 

  

 

 

1/30（月） 10：00～12：00 
ライフプラン講座 

「サステイナブルな家計」 
取手センター 

４ 

070-3937-5004 
 

平日(月)～(金) 9～17 時 

コロナ禍におけるガイドラインに沿っての開催のため 
急遽中止になることがあります。ご了承ください。 
詳細は、取手センターへお問い合わせください。 

毎月 10 日・25 日に 

イベント情報などを 

投稿します！ 

 

 

生産者グループきばる 

水俣病。工場が放出した工業排水にメチル水銀が。それに汚染された魚介類を食べた人達が発症しました。公害の被害を受け

た家族の多くは漁民でした。海で生計を立てることができなくなった時、漁師の皆さんは陸に上がり山を開き甘夏みかんの栽培

を始めました 1977 年当時、熊本県の栽培基準に従って農薬や化学肥料を散布していました。農薬をかぶってさらに被害を受

ける人もいました。「農薬を減らすときれいな甘夏みかんが作れない、見た目の悪い甘夏みかんを消費者は買わない」と解決方

法が見いだせなかった頃、生活クラブと出会いました。「あなたたちは、公害反対の運動をしてきたのに、なぜ農薬にそんなに

無頓着なんですか。水俣病の運動を長い間にしてきたというのに。」この言葉がきっかけとなり農業のあり方を問い直すことに

なりました。これでは公害被害者の甘夏生産者が農薬被害を広げてしまう。山や海を汚染してしまう加害者となってしまう。

その矛盾に気付いたことが、年間 15 回も散布していた農薬を最高 5 回まで減らし、化学肥料から有機肥料に切り替え、除草

剤も防腐剤もせず、ワックスがけも行っていません。安心安全な甘夏みかんの生産者です。 

 


